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農業交流センターの教室に参加しませんか お問い合わせは 406-4778へ（第２月曜日休館）

　市内産の夏野菜たっぷりのピザ（30センチ×
15センチ１枚）を作ります。親子２人を１組と
して先着10組（子どもの数は申し込み時に相
談）。エプロン、三角巾、手ふきタオル持参。
▶日時　８月９日㈰午前９時30分～正午
▶参加費　親子１組1,000円
▶申し込み　参加費を添えて同センター窓口へ

夏休み親子手作りピザ教室
　市内産のイチゴ、梨を使ってジャムを作りま
す。親子２人を１組として先着25組（子ども
の数は申し込み時に相談）。エプロン、三角巾、
手ふきタオル持参。
▶日時　８月９日㈰午後２時～３時
▶参加費　親子１組500円
▶申し込み　参加費を添えて同センター窓口へ

親子手作りジャム教室
　刃物を扱うプロが包丁のとぎ方、管理の仕方を丁
寧に指導します。市内在住または在勤の18歳以上
の人対象。包丁、砥石持参。作業できる服装で。
参加費は無料。各回先着10人。
▶日時　８月４日㈫午前10時～11時、11時～正午
▶申し込み　住所、氏名、年齢、希望時間を、電話、フ
ァクス 406-4779、または直接同センター窓口へ

家庭でできる包丁のとぎ方教室

勝田台南小学校・みどりが丘小学校のプールを市民に開放します

国際姉妹都市アメリカ合衆国
タイラー市親善訪問団員を募集

８月６日㈭に
黙とうと献花の集い 夏休みこども日本語教室

in八千代2015の参加者を募集

重度心身障害者医療費助成制度の
助成方法が８月から変わります　市内在住または在勤・在学の人を対象に、小学

校のプールを開放します。
▶開放場所/日程　勝田台南小学校プール/７月21
日㈫～８月５日㈬　みどりが丘小学校プール/８
月６日㈭～21日㈮　※いずれも土曜・日曜日を除く
▶開放時間　⑴午前９時10分～正午（受付は９
時から。10時と11時から10分間休憩）　⑵午後
１時10分～４時（受付は１時から。２時と３時
から10分間休憩）
▶利用条件　原則として１人１日１回で定員は各
回90人（１日２部制で１回ごとに入れ替え）。小・
中学生は、利用時に保護者同意書が必要です。様
式は市ホームページからダウンロードできます。
幼児はオムツが外れていて成人と一緒にプールに
入ることが条件です。（成人１人につき幼児２人ま
で同伴可能）
▶利用料金　20円（傷害保険料）

【注意事項】
　①水着と水泳帽を着用してください
　②�ゴムボートや足入れ式の浮き輪などは使用で
きません

　③�学校敷地内への車の乗り入れや自転車での来
校はできません

　④入れ墨のある人は利用できません
　⑤�サンオイル・日焼け止めなど水質劣化の原因
となる物は使用できません

　⑥�飲食物はプールサイドへ持ち込めません。（水
分補給のための飲み物は可能）

　⑦�その他、利用にあたっては監視員の指示に従
ってください

　⑧�利用当日の実施状況など学校への問い合わせ
はできません

※事業の実施に関しては、文化・
スポーツ課 481-0305へ

　八千代市国際交流協会では、ローズフェステ
ィバルなどに参加し、姉妹都市・タイラー市と交
流を行う親善訪問団員を募集します。先着35人。
▶日程　10月14日㈬～22日㈭の７泊９日（15日
～18日タイラー市、19日～21日ボストン）
▶資格　姉妹都市に関心を持つ市内在住または
在勤の健康な人。８月に行う説明会・準備会に
参加でき、全行程を一緒に行動できる人
▶費用　35万円程度（保険代、パスポート取得
費などの個人的経費は別）
▶申し込み　往復はがきに住所、氏名、年齢、性
別、電話番号、返信先を書き、７月31日㈮必着で
〒276-0027村上団地2-9-103多文化交流セン
ター内八千代市国際交流協会事務局 752-0593
へ� （国際推進室）

　原爆犠牲者のご冥福を祈り、恒久平和への誓
いを新たにするため、広島の原爆投下時刻に合
わせ、黙とうと献花を行います。戦後・被爆70年
にあたる今年は、植樹式も実施。会場には、募集
した千羽鶴や原爆に関するパネルを展示します。
▶日時　８月６日㈭午前８時から
▶場所　市民会館平和祈念碑前。雨天時は同館
ロビー� （国際推進室）

　日常生活や学校生活に必要な日本語を楽しく
学びます。市内在住の日本語を母語としない小・
中学生対象。先着30人。
▶日時　８月22日㈯午前９時30分～午後３時30分
▶場所　多文化交流センター
▶費用　500円（教材費・昼食代など。当日集金）
▶申し込み　国際推進室や、多文化交流センタ
ーで配布の申込書（市ホームページからダウン
ロードもできます）に記入し、７月24日㈮まで
にファクス 484-8824か、国際推進室に直接お
持ちください。申込書は日本語・ポルトガル語・
スペイン語・英語・中国語を用意しています

（国際推進室）

　県の重度心身障害者医療給付改善事業の制度
改正に伴い、８月１日㈯から現物給付制度を導
入します。これにより、市が交付する受給券を
県内の医療機関に提示し、一定の自己負担をす
ればその場で精算することができるようになり
ます。また、市の窓口への償還払いの請求が原
則不要になります（県外の医療機関で受診した
場合や受給券を使わず受診した場合は、これま
で通り領収書を添えて市へ請求してください）。
８月１日以降、新たに対象となる手帳が交付さ
れた65歳以上の人は、助成の対象外になります。
対象となる人には申請書を送付しましたので、
７月24日㈮までに提出してください。提出がな
い場合は、所得判定などが行えないため、受給
券を交付できなくなります。書類が届いていな
い人は、障害者支援課へご連絡ください。
　▶自己負担　通院１回または入院１日につき
300円（市民税所得割額が非課税の世帯は無料）。
調剤は無料� （障害者支援課）
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